
Title 自然言語への理論的アプローチ　目次

Author(s)

Citation 言語文化共同研究プロジェクト. 2019, 2018

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/72701

rights

Note

Osaka University Knowledge Archive : OUKAOsaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



言語文化共同プロジェクト 2018

自然言語への理論的アプローチ

目次

井屈 駿

Conditionals with/without Obligatory Particles・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 

榎屈実香

とりたて詞のもつ焦点素性の介在効果ー「も」「さえ」「まで」を中心に一...............11 

越智正男

On Aggressively Non-D-Linking and Causal Wh-adjuncts・ ・..... ・..... ・..... ・..... ・..... ・..... ・..... ・ ・21 

田儀勇樹

Case-Valuation and the Phasehood of Japanese Causatives・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・31 

張雨辰

中国語の副詞「就」と焦点の局所性につしヽて・・・ •••••• •••••• •••••• • •••••• •••••• •••••• •••••• •••••• • ・41 

中西亮太

Interpretmg Anaphora w1thm the Domain・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・51 

野口雄矢

On the Nominative Phrase m Japanese Imperatives・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・61 

二藤博

Glue意味論の可能性・ • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • ・71 

宮本陽一

A Note on Movement out of an Ellipsis Site: 

A Study of Chinese Relative Clauses and N'-ellipsis・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・79 

由本陽子

形容詞を某体とする複合語につしヽての一考察.....................................................89 


	gbkp_2018_s_c

